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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示装置

(57)【要約】
【課題】  表示行数に対してスキャンラインの数を減ら
すことができ、有機ＥＬ素子の寿命を延ばしたり、高輝
度化、駆動回路の低電圧化及び低電流化ができる有機Ｅ
Ｌ表示装置を提供することを課題とする。
【解決手段】  データラインの形状を櫛歯状とすること
で、表示行数に対してスキャンラインの本数を半分にす
ることができる。これにより、スキャンライン数を表示
行数の半分とすることができるので、各スキャンライン
の発光時間を倍にすることができる。また、従来と同じ
程度の発光輝度とする場合は、各素子に流す電流量を減
らすことができるため、消費電力が少なくなり、発熱量
が少なくなるとともに、素子寿命を長くすることができ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  陽極をデータラインとし、陰極をスキャ
ンラインとしてマトリクス駆動されるドットマトリクス
型の有機ＥＬ表示装置であって、
該有機ＥＬ表示装置は、基板上に一対の櫛歯形状薄膜が
噛み合わされて帯状としたものをストライプ状に配する
上記陽極と、該陽極と直交するようストライプ状に配す
る有機ＥＬ膜及び上記陰極とが、順次積層され、
該陽極の対となる各櫛歯部は、各該有機ＥＬ膜及び各該
陰極の短手方向を２分するように配されることを特徴と
する有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】  上記各陽極の背骨部上に補助電極が形成
される請求項１記載の有機ＥＬ表示装置
【請求項３】  陽極をスキャンラインとし、陰極をデー
タラインとしてマトリクス駆動されるドットマトリクス
型の有機ＥＬ表示装置であって、
該有機ＥＬ表示装置は、基板上にストライプ状に配する
陽極と、一対の櫛歯形状薄膜を噛み合わされて帯状とし
たものを、該陽極と直交するようにストライプ状に配さ
れ、且つ、各々が隔壁により分断されている有機ＥＬ膜
及び陰極とが順次積層され、
該有機ＥＬ膜及び該陰極の対となる各櫛歯部は、各該陽
極の短手方向を２分するように配されることを特徴とす
る有機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は有機ＥＬ（エレクト
ロルミネセンス）表示装置に関する。更に詳しくは、本
発明はマトリクス駆動を行うドットマトリクス型有機Ｅ
Ｌ表示装置に関し、表示行数に対してスキャンラインの
数を減らすことができ、有機ＥＬ素子の寿命を延ばした
り、高輝度とすることができる有機ＥＬ表示装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】マトリクス駆動を行うドットマトリクス
型の有機ＥＬ表示装置は、スキャンラインを順次駆動し
て一行分ずつ発光するため、特定のスキャンラインの発
光時間は全体のうち、スキャンライン本数分の１を超え
ることがない。このため、スキャンラインの本数が多く
なるほど各スキャンラインの発光時間が減り、相対的な
輝度が低下する。この輝度低下を補うために、有機ＥＬ
素子に流す電流を増やして高輝度とするが、その分駆動
回路の高電圧化や大電流化が必要となり、また、素子の
寿命も低下する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、このような
問題点を解決するものであり、スキャンライン当たりの
表示行数を増やすことで、有機ＥＬ表示装置の寿命向
上、高輝度化、駆動回路の低電圧化及び低電流化をもた
らすことができる有機ＥＬ表示装置を提供することを目
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的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】本第１発明の有機ＥＬ表
示装置は、陽極をデータラインとし、陰極をスキャンラ
インとしてマトリクス駆動されるドットマトリクス型の
有機ＥＬ表示装置であって、該有機ＥＬ表示装置は、基
板上に一対の櫛歯形状薄膜が噛み合わされて帯状とした
ものをストライプ状に配する上記陽極と、該陽極と直交
するようストライプ状に配する有機ＥＬ膜及び上記陰極
とが、順次積層され、該陽極の対となる各櫛歯部は、各
該有機ＥＬ膜及び各該陰極の短手方向を２分するように
配されることを特徴とする。また、第２発明に示すよう
に、上記各陽極の背骨部上に補助電極を形成することが
できる。
【０００５】本第３発明の有機ＥＬ表示装置は、陽極を
スキャンラインとし、陰極をデータラインとしてマトリ
クス駆動されるドットマトリクス型の有機ＥＬ表示装置
であって、該有機ＥＬ表示装置は、基板上にストライプ
状に配する陽極と、一対の櫛歯形状薄膜を噛み合わされ
て帯状としたものを、該陽極と直交するようにストライ
プ状に配され、且つ、各々が隔壁により分断されている
有機ＥＬ膜及び陰極とが順次積層され、該有機ＥＬ膜及
び該陰極の対となる各櫛歯部は、各該陽極の短手方向を
２分するように配されることを特徴とする。
【０００６】上記「基板」としては、有機ＥＬ膜を形成
することができる材質であればよく、任意に選択するこ
とができる。また、透明であるかについても特に問わな
い。上記「有機ＥＬ膜」は、陽極及び陰極から供給され
る正孔及び電子を再結合させることで発光する膜であ
る。この有機ＥＬ膜は、少なくとも有機蛍光性物質を具
備する発光層を備える。また、発光層に加えて正孔注入
層、正孔輸送層、電子輸送層及び電子注入層のうち少な
くとも一層を備えることもできる。更に、各層を構成す
る材料としては、それぞれ通常使用される種々の材料を
用いることができる。
【０００７】上記「陽極」及び上記「陰極」について
も、それぞれ種々の材質により形成することができる。
本有機ＥＬ素子は、封止部材を設けることができる。こ
の封止部材は、その周縁において基板と接合される接合
面を有し、その他の部分は、この封止部材と、陽極、有
機ＥＬ膜及び陰極からなる有機ＥＬ積層体とが接触しな
い程度の空間が形成されるキャップ形状であることが好
ましい。
【０００８】上記「櫛歯形状」とは、帯状の「背骨部」
と、この背骨部の一方側に等間隔で設けられる「櫛歯
部」とを備える形状である。また、櫛歯部の形状は正方
形状や長方形状など任意の形状とすることができる。上
記「補助抵抗」は、任意の導電性薄膜によって形成する
ことができる。特に、ＣｒやＡｌ等の金属製薄膜が、低
抵抗である点で好適に利用することができる。
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【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図１～図１１を用いて本発
明の有機ＥＬ表示装置を実施例により説明する。尚、各
図において、各画素の位置は「行」及び「桁」で表わす
ものとする。また、「スキャンライン」及び「行方向」
はｙ方向とし、上から順に１、２、３…番目と表わし、
「データライン」及び「桁方向」はｘ方向とし、左から
順に１、２、３…番目と表わすものとする。
【００１０】〔実施例１〕本実施例１の有機ＥＬ表示装
置は、データラインである陽極の形状を櫛歯状とするこ
とで、スキャンライン数の２倍の行数で表示を行うマト
リクス駆動のドットマトリクス型有機ＥＬ表示装置であ
る。本有機ＥＬ表示装置に用いられる有機ＥＬ素子１
は、図１～図４に示すように、透明でガラス製の基板２
と、この基板２上に順次形成される、陽極３１、隔壁
４、有機ＥＬ膜３２及び陰極３３とを備える。
【００１１】陽極３１はＩＴＯ薄膜からなる。有機ＥＬ
膜３２は有機蛍光材料等によって構成される、正孔注入
層、正孔輸送層、発光層、電子輸送層及び電子注入層等
の各層を順次積層した薄膜である。また、陰極３３は、
Ａｌ薄膜からなる。更に、有機ＥＬ膜３２及び陰極３３
は、隔壁４によって分断されることでストライプ状に形
成される。
【００１２】また、データラインである陽極３１は図２
及び図３に示すように、一対の櫛歯形状の電極u,dを略
帯状となるように組合わせるとともに、ストライプ状と
なるように並べて配置している。このうち、電極u1,u2,
u3…の櫛歯部と、電極d1,d2,d3…の櫛歯部とが交互に噛
み合った状態になる。
【００１３】更に、電極u1,u2,u3…の櫛歯部（図３に例
示する太線の長方形部）は、スキャンラインである各陰
極３３の上側に位置し、電極dの櫛歯部d1,d2,d3…は各
陰極３３の下側に位置する。このため、ある陰極３３
（仮にs2とする）と、ある陽極３１（仮にｘ＝２の陽極
３１、u2、d2とする）が交差する領域には、陽極３１の
u2及びd2が上下に位置し、それぞれ桁が２番目、行が３
及び４番目の画素として用いることができる。つまり、
（行，桁）＝（２，３）の画素を発光させるにはs2の陰
極３３と、u2の陽極との間に電流を流せばよい。また、
（行，桁）＝（２，４）の画素を発光させるにはs2の陰
極３３と、d2の陽極との間に電流を流せばよい。尚、陽
極３１の背骨部位は図４（ａ）に示すように、上に絶縁
層５が形成されているため、発光しない。
【００１４】このような有機ＥＬ素子を備える有機ＥＬ
表示装置は、表示行数に対してスキャンラインの本数を
半分にすることができる。更に、スキャンライン数を表
示行数の半分とすることができるので、各スキャンライ
ンの発光時間を倍にすることができる。これによって、
各素子に同じ量だけの電流を流した場合は、人間が体感
できる発光輝度を高めることができる。
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【００１５】また、有機ＥＬ素子を駆動するパルス電流
の波形は、図５（ｂ）に示すように、立ち上がりが鈍化
するため、その分だけ輝度が低くなる。この鈍化は以下
の理由によって生ずるものである。つまり、有機ＥＬ素
子の点灯していない各画素は、クロストークを防止する
ために逆バイアスの電圧が印加されており、逆電荷が充
電されている。この画素を点灯するには、充電された逆
電荷分を解消するための電荷が必要となり、この電荷分
だけ立ち上がりが鈍化する。
【００１６】しかし、本有機ＥＬ表示装置は、図５
（ａ）に示すように、１つのパルスを従来の駆動時間の
倍の時間とすることができるため、鈍化した部分（図５
（ａ）、（ｂ）における斜線部分を参照）を、従来のパ
ルス２つ分より少なくすることができる。このため、有
機ＥＬ表示装置は、鈍化による輝度低下をも減少するこ
とができる。
【００１７】更に、従来と同じ程度の発光輝度とする場
合は、各素子に流す電流量を減らすことができる。この
ため、消費電力が少なくなり、発熱量が少なくなるとと
もに、素子寿命を長くすることができる。
【００１８】また、各スキャンラインの駆動時間を従来
と同じにした場合、表示行数を従来の２倍とすることが
できる。
【００１９】〔実施例２〕本実施例２の有機ＥＬ表示装
置は、実施例１の有機ＥＬ表示装置と同様に、データラ
インである陽極の形状を櫛歯状とすることで、スキャン
ライン数の２倍の行数で表示を行うマトリクス駆動のド
ットマトリクス型有機ＥＬ表示装置である。
【００２０】実施例１の有機ＥＬ表示装置に用いる有機
ＥＬ素子は、陽極３１の背骨部が幅狹であるため高抵抗
となり、電流が制限されるために発光輝度が低下する場
合がある。そこで、本実施例２では、この部を低抵抗に
するために補助電極を設けた。本実施例２の有機ＥＬ表
示装置に用いる有機ＥＬ素子は図６及び図７に示すよう
に、実施例１の有機ＥＬ素子の陽極３１の背骨部上に補
助電極３１１を形成したものである。また、この補助電
極３１１はＣｒやＡｌ等の金属を蒸着した薄膜である。
【００２１】このような補助電極３１１を設けることに
より、陽極３１１の背骨部を低抵抗にすることができ、
発光輝度が低下するのを防ぐことができる。また、補助
電極３１１の形成部は、発光部ではないため、発光の支
障となることがない。
【００２２】〔実施例３〕本実施例３の有機ＥＬ表示装
置は、データラインである陰極の形状を櫛歯状とするこ
とで、スキャンライン数の２倍の行数で表示を行うマト
リクス駆動のドットマトリクス型有機ＥＬ表示装置であ
る。本有機ＥＬ表示装置に用いられる有機ＥＬ素子１
は、図８～図１１に示すように、透明でガラス製の基板
２と、この基板２上に順次形成される、陽極３１、隔壁
４、有機ＥＬ膜３２及び陰極３３とを備える。
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【００２３】陽極３１はストライプ状に形成されるＩＴ
Ｏ薄膜からなる。有機ＥＬ膜３２は有機蛍光材料等によ
って構成される、正孔注入層、正孔輸送層、発光層、電
子輸送層及び電子注入層等の各層を順次積層した薄膜で
ある。また、陰極３３は、Ａｌ薄膜からなる。更に、有
機ＥＬ膜３２及び陰極３３は、隔壁４によって分断され
る。
【００２４】また、データラインである陰極３３は図９
及び図１０に示すように、一対の櫛歯形状の電極u,dを
略帯状となるように組合わせるとともに、ストライプ状
となるように並べて配置している。このうち、電極u1,u
2,u3…の櫛歯部と、電極d1,d2,d3…の櫛歯部とが交互に
噛み合った状態になる。
【００２５】更に、電極u1,u2,u3…の櫛歯部（図１０に
示す太線の長方形部）は、スキャンラインである各陽極
３１の上側に位置し、電極dの櫛歯部d1,d2,d3…は各陽
極３１の下側に位置する。このため、ある陽極３１（仮
にs2とする）と、ある陰極３３（仮にｘ＝２の陰極３
３、u2、d2とする）が交差する領域には、陰極３３のu2
及びd2が上下に位置し、それぞれ桁が２番目、行が３及
び４番目の画素として用いることができる。つまり、
（行，桁）＝（２，３）の画素を発光させるにはs2の陽
極３１と、u2の陰極との間に電流を流せばよい。また、
（行，桁）＝（２，４）の画素を発光させるにはs2の陽
極３１と、d2の陰極との間に電流を流せばよい。尚、陰
極３３の背骨部位は図１１（ａ）に示すように、下方に
絶縁層５が形成されているため、発光しない。
【００２６】このような有機ＥＬ素子を備える有機ＥＬ
表示装置は、実施例１及び２と同様に表示行数に対して
スキャンラインの本数を半分にすることができる。更
に、スキャンライン数を表示行数の半分とすることがで
きるので、各スキャンラインの発光時間を倍にすること
ができる。これによって、各素子に同じ量だけの電流を
流した場合は、人間が体感できる発光輝度を高めること
ができる。また、従来と同じ程度の発光輝度とすること
で、各素子に流す電流量を減らすことができる。このた
め、消費電力が少なくなり、発熱量が少なくなるととも
に、素子寿命を長くすることができる。更に、各スキャ
ンラインの駆動時間を従来と同じにした場合、表示行数
を従来の２倍とすることができる。
【００２７】尚、本発明においては、上記実施例に限ら
れず、目的、用途に応じて本発明の範囲内で種々変更し
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た実施例とすることができる。即ち、各実施例の櫛歯形
状のうち、櫛歯部の形状は長方形状であるが、正方形状
とすることもできる。また、実施例１及び２の陽極３
１、並びに実施例３の陰極３３の各電極u、dは、それぞ
れ基板の上下の端部に電極を設けたが、いずれか一方の
端部のみ設けることができる。
【００２８】
【発明の効果】本各発明の有機ＥＬ表示装置によれば、
表示行数に対してスキャンラインの数を減らすことがで
き、有機ＥＬ素子の寿命を延ばしたり、高輝度とするこ
とができる。また、駆動回路の低電圧化及び低電流化を
もたらすことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施例１の有機ＥＬ表示装置に用いる有機Ｅ
Ｌ素子の構成を説明するための平面図である。
【図２】本実施例１の陽極のパターン形状を説明するた
めの模式平面図である。
【図３】本実施例１の陽極のパターン形状を詳細に説明
するための部分拡大図である。
【図４】本実施例１の有機ＥＬ表示装置に用いる有機Ｅ
Ｌ素子の構成を説明するためのＸ方向（ａ）及びＹ方向
（ｂ）の模式断面図である。
【図５】（ａ）本実施例及び（ｂ）従来例の有機ＥＬ素
子の駆動波形である。
【図６】本実施例２の陽極のパターン形状を説明するた
めの模式平面図である。
【図７】本実施例２の有機ＥＬ表示装置に用いる有機Ｅ
Ｌ素子の構成を説明するためのＸ方向（ａ）及びＹ方向
（ｂ）の模式断面図である。
【図８】本実施例３の有機ＥＬ表示装置に用いる有機Ｅ
Ｌ素子の構成を説明するための平面図である。
【図９】本実施例３の陽極のパターン形状を説明するた
めの模式平面図である。
【図１０】本実施例３の陽極のパターン形状を詳細に説
明するための部分拡大図である。
【図１１】本実施例３の有機ＥＬ表示装置に用いる有機
ＥＬ素子の構成を説明するためのＸ方向（ａ）及びＹ方
向（ｂ）の模式断面図である。
【符号の説明】
１；有機ＥＬ素子、２；基板、３１；陽極、３１１；補
助電極、３２；有機ＥＬ薄膜、３３；陰極、４；隔壁、
５；絶縁層。
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